
テキストボックス
長教授の解法：t検定条件は１％を満たす「非一様平均の場合」の平均点の取り方により求めた回答。　PRL論文のfull paperである PoP論文（甲９の２）13頁18〜27行目などに、その手法は明記･公開され、生データも明記されておりており、米国物理学会の査読者５名の絶賛を浴びた。　　下記の図はPoP論文Figure 6(e) より抜粋したものである。 勿論現在でもその評価は全く変わっておらず、長教授のPRL,PoP論文は強く支持されている。 この値と同じ値は、宮原教授、前澤教授らにより、証明されている。



テキストボックス
長教授が裁判で示した弾劾証拠：　PoP論文に示した内容と、裁判で証明した解析手法は、確かに下記のように同一のデータを用いていること。そして、生データは図の縦方向に全生データ点について全Ei〔横軸〕について積算すると、電子の正規分布特性そのものになる。（∵横軸に対して縦軸のバラツキを与える電子は高エネルギーのためEiには影響されない。縦方向のバラツキは相関係数R=0.95以上の、正規分布に対する高い相関。） しかしながら裁判官はこれを理解できず、長教授側の申請した専門家による証人尋問も行わないまま、大学側の科学的に全く根拠のない主張を是認した。
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テキストボックス
生データ点全点がつくる正規分布〔黒の曲線：全体集合〕に対し、各データ点が部分集合として作る「緑の四角■」が、上記全体正規分布とｔ検定で１％検定条件を満たすまで個々の生データ点１点づつ加えて計算をして部分集合を決定する〔緑の曲線〕。こいうして取られた各部分集合から求めた緑の点を全点求め、Shifted Maxwellian で最終fitして電位値Φcを決める。[PoP論文(甲９の２)13頁18〜27行目]
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テキストボックス
長教授の解法の詳細説明図
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長教授の解法：　均一平均であろうが、非均一平均であろうが、t検定条件を満たす生データ点を取って平均すれば、電位の値は変化しない証明。　 これは、縦軸方向には電子は正規分布を持つバラツキでしかないため、平均を取れば中央値になるだけだからである。　即ち、大学側Y教授の言うような「豆まきのような質の悪いデータ」などではない、極めて綺麗な、電子の正規分布になっているから中央付近に■が収束するのは当然の事である。




